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いざく

防 犯 教 室 の 実 施

『いかのおすし』 （いか）行かない・（の）乗らない
（お）大声でさけぶ・（す）すぐにげる・（し）知らせる

４月２４日(木)に，防犯
教室(不審者侵入避難訓練&
１１０番の家へのかけこみ
訓練)を実施しました。
特に，登下校中や校外で

の不審者による声かけ事案
に対しては，「子ども１１０番の家」へ駆け込んだ想定で，吹上郵
便局の東局長さんと吹上温泉郵便局の尾上局長さんに子どもへの
不審者の特徴聞き取りを，日置警察署の方々に身を守るための心
がけをお話いただきました。また，日頃から登校時の様子を見守
ってくださっている湯之元の下村さん，櫻井さん，窪田さんにも
お越しいただきお話を伺いました。
今後も子どもたちの安全を守るため，学校・家庭・地域が一体

となっての指導・見守りをお願いします。

ＰＴＡ奉仕作業 ～ご協力ありがとうございました～
５月 18日(日)に，ＰＴＡ奉仕作業が実施されました。
時折雨粒が落ちてくる中，保護者と児童で，

約１時間半の作業でしたが，校内がきれいに
なりました。早朝からの奉仕作業に参加して
いただいた保護者の皆様，事前の準備から当
日までお世話してくださいました環境整備部
の皆様に心より感謝申し上げます。

道徳の授業を公開 … ６/18 ぜひお越しください

伊作小学校では，平成 25 年度から鹿児島地区の研究協力校と
して，保護者や地域の皆様のご協力をいただきながら道徳教育の

研究・実践に取り組んできました。

道徳を要とした各教育活動により，子どもたちの「思いやり」

を育てたい，それを学校や家庭・地域での実践へとつなぎたいと

いう願いから取り組み始めたものです。まだまだ実践半ばではあ

りますが，今回，その取組の一端を日置市内やいちき串木野市な

どの全小中学校及び地区外から教職員を迎え，公開研究会を開催

します。

また，この機会に，ぜひ保護者・地域の方々にも本校の道徳の

授業，子どもたちの様子をごらんいただき，今後の連携をさらに

深めてまいりたいと考えます。

２学級の公開ではありますが，公開学級にかかわらず，多くの

保護者，地域の皆様のご参観をお待ちしております。

日時：６月18日(水) 14：10 ～ 14：55

学級：２年２組・５年２組

※ 駐車場（校庭）は混み合うことが予

想されます。余裕をもってお越しください。

平成２６年度 伊作小ＰＴＡ活動のスタート

５月１日（木）にＰＴＡ総会が行われ，山下和彦会長を中心とし
た新役員のもと，平成 26 年度の伊作小学校Ｐ
ＴＡ活動が始まりました。
保護者と教師がともに連携して充実した活

動となりますよう，ＰＴＡ会員の皆様一人一
人が自覚と責任をもって活動に積極的な参加
・ご協力をよろしくお願いします。

地震・津波による避難訓練

５月１６日（金）に避難訓練を行いました。
津波が発生したことを想定して，学校の裏の急坂・階段をかけ

上がり，大汝牟遅神社の境内へ避難させていただきました。
学校の海抜は 11.4 ｍ，避難場所は約 50 ｍ。その高低差約 40 ｍの
経路を確認しながら真剣に取り組みました。
その後，吹上支所地域振興
課の下野さんから，日頃の
心構え，発生時の対応をわ
かりやすく説明していただ
きました。
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S39.2鉄筋３階校舎上棟から50年

校長余談「田んぼのヒル」
田植えは家族総出の一大行事だっ

た。子どもの私にとって，田んぼは
裸足で入る感触と小魚捕りが楽しみ
だ。そおっと近付き，追い込んだこ
ぶなを両手ですくい上げるのだ。
ところが，田んぼには，そおっと

近付いてくる厄介者もいた。ヒルで
ある。気付くのが遅れると，慌てて
尻もちで早苗を踏みつけ，よく怒鳴
られた。田から上がっても，痒い手
足に丸々太った厄介者が吸い付いて
いる。ヒル撃退に古いストッキング
と絡め取る木灰は優れものだった。
ヒルを使った治療もあると聞く

が，今の田にヒルはいるのだろうか。


